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富士見川越有料道路
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東武東上線

黒目川

新河岸川

朝霞調整池

仮称：朝霞大橋

朝霞市クリーンセンター
志木高校グラウンド

荒川右岸
終末処理場

東和橋

JR武蔵野線

（主）保谷志木線
（主）さいたま東村山線

（主）朝霞蕨線

（ー）和光志木線

（ー）川越志木線

志木市役所
富士見市

朝霞市

和光市

志木市

全線 L＝6,850m（用地取得率 約57％）

第２期整備区間 L＝4,290m
（用地取得率 約38％ 工事進歩率0％）

志木市 L＝2,570m
（用地取得率 約38％）

富士見市 L＝220m
（用地取得率 100％）

朝霞市 L＝3,420m
（用地取得率 約65％）

和光市 L＝640m
（用地取得率 100％）

暫定共用区間

第1期整備区間 L＝2,560m
（用地取得率 約98％ 工事進歩率41％）

柳瀬川

和光市朝 霞

朝霞台

北
朝
霞

志 木

志
木
市
・
朝
霞
市
を
通
過
し

て
、
富
士
見
川
越
有
料
道
路
を

和
光
市
の
東
京
外
環
自
動
車
道

「
和
光
イ
ン
タ
ー
」
に
つ
な
ぐ
計

画
は
、
二
年
後
に
、
こ
の
有
料
道

路
が
無
料
化
さ
れ
る
た
め
、
工
事

の
促
進
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
き

た
。バ

イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
同
盟

会（
会
長
・
長
沼
明
志
木
市
長
、

副
会
長
・
浦
野
清
富
士
見
市
長
）

は
、
昨
年
国
に
対
し
て
早
期
完

成
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。
工

事
を
施
工
す
る
埼
玉
県
は
、
沿

線
住
民
に
対
し
て
説
明
会
を
開

き
、
地
質
調
査
、
測
量
、
土
地

取
得
の
促
進
に
向
け
て
行
動
を

開
始
し
た
。

一
般
国
道
2
5
4
号
は
、
東

京
都
文
京
区
を
起
点
に
、
埼
玉

県
西
部
地
域
を
縦
貫
し
、
長

野
県
松
本
市
に
至
る
延
長

2
8
4
k
m
の
路
線
で
、
産
業
、

経
済
、
文
化
交
流
の
基
盤
を
な

す
道
路
と
な
っ
て
い
る
。
県
内
で

は
、
関
越
自
動
車
道
の
機
能
を

補
完
し
、
首
都
圏
中
央
連
絡
道

路
、
東
京
外
郭
環
状
道
路
な
ど

の
幹
線
道
路
を
連
結
し
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
す
る
幹
線
と
な
っ
て
い

る
が
、
2
5
4
号
国
道
の
混
雑

緩
和
と
東
京
外
環
自
動
車
道
へ

の
ア
ク
セ
ス
強
化
の
た
め
、
こ
の
バ

イ
パ
ス
の
役
割
に
期
待
が
も
た
れ

て
い
る
。

「
国
道
2
5
4
号
和
光
富
士

見
バ
イ
パ
ス
」
は
、
和
光
市
内
の

東
京
外
環
自
動
車
道
か
ら
富

士
見
市
内
の
国
道
4
6
3
号
ま

で
、
和
光
、
朝
霞
、
志
木
、
富

士
見
各
市
を
通
過
す
る
延
長

6
，8
5
0
m
の
道
路
で
、
東
京

外
環
自
動
車
道
の
和
光
北
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
県
道
朝
霞
蕨

線
ま
で
の
2
，5
6
0
m
は
、
担

当
す
る
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所

に
よ
っ
て
、
第
1
期
整
備
区
間

の
重
点
的
な
工
事
が
進
め
ら
れ
、

朝
霞
、
志
木
、
富
士
見
各
市
に

わ
た
る
第
2
期
整
備
区
間
で
も
、

測
量
、
地
質
な
ど
を
検
討
す
る

基
本
調
査
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

し
か
し
、
残
さ
れ
た
工
事
区
間

の
大
半
を
占
め
る
志
木
市
内
の

土
地
取
得
は
、
か
な
ら
ず
し
も

楽
観
を
許
さ
な
い
。
す
で
に
住
宅

地
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
地
下
型

と
し
て
、
緑
を
残
す
べ
き
だ
と
の

住
民
の
声
が
あ
る
一
方
、
大
部
分

は
低
地
で
、
構
造
と
し
て
無
理
が

あ
り
、
過
去
の
水
害
に
も
思
い
を

致
す
べ
き
だ
と
の
声
も
高
い
。
ま

た
志
木
市
へ
の
入
口
と
な
る
上
宗

岡
地
域
は
、
佃
堤
の
遺
構
が
残

さ
れ
て
い
て
、
ま
さ
に
史
跡
を
か

す
め
て
の
建
設
と
な
り
、
ま
た
バ

イ
パ
ス
が
、「
宿
通
り
」
と
、
主
要

地
方
道
さ
い
た
ま
・
東
村
山
線
を

横
断
す
る
こ
と
を
心
配
す
る
住

民
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
国
の
予
算
と
は
い
え
、

百
億
円
か
ら
場
合
に
よ
っ
て
は
数

百
億
に
膨
ら
む
か
も
し
れ
な
い
多

額
を
要
す
る
今
後
の
工
事
に
は
、

多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

　

　

3月1日   第 32号

延長：約 6.85km
幅員：36～42m
起点：和光市新倉［外かん（外環自動車道・国道 298号）］
終点：富士見市下南畑［国道 463号、富士見川越有料道路

一般国道 254 号和光富士見バイパス事業概要

ー朝霞県土整備事務所の資料からー

● 和光富士見バイパス建設
    　早期完成に向けて始動

● 新しい景観を創り
　 古い歴史と文化を遺す
　 行政のアクションプラン
　 街づくりに「景観」が大きなテーマに

 　ひな祭り
   　 ～女性の健康と幸せを祈る祭り

● 朝霞市博物館の企画展
　　　　「埴輪の世界」

● 理化学研究所一般公開

●「わがまち新座」　写真の贈呈

● 志木第九の会
　 　次回定期演奏会の曲目決まる
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志木市内の計画予定地のいま
富士見有料道路の出口付近で

行
政
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

            

創
る
景
観
と
遺
す
文
化

和光富士見バイパス建設
早期完成に向けて始動！

田
園
と
都
市
が
織
り
成
す
美

し
い
景
観
を
目
指
し
て
、県
の「
景

観
計
画
」（
条
例
改
正
の
素
案
）

が
公
表
さ
れ
た
。

埼
玉
県
に
は
、
豊
か
な
森
林

と
山
並
み
、
こ
れ
を
源
と
す
る
河

川
、
水
路
網
を
も
つ
田
園
、
樹
林

を
も
つ
丘
陵
や
台
地
が
あ
る
。
ま

た
、
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぐ

街
並
み
が
多
く
残
る
一
方
で
、
新

た
な
住
宅
地
や
商
業
地
な
ど
が

つ
く
ら
れ
て
き
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
持
つ
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
景
観
形

成
を
目
指
し
て
、
平
成
元
年
に

県
の
景
観
条
例
が
制
定
さ
れ
た

が
、
埼
玉
県
は
、
こ
の
取
組
み
を

強
化
す
る
た
め「
景
観
計
画
」
の

策
定
と「
景
観
条
例
」
の
改
正

を
行
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

計
画
の
素
案
で
は
、 

景
観
形

成
の
方
針
、
建
物
等
の
景
観
誘

導
に
関
す
る
事
項
、
歴
史
的
建

造
物
の
保
全
方
針
な
ど
を
定
め

る
と
い
う
。

○
デ
ザ
イ
ン
や
色
彩
な
ど
を
周

辺
と
調
和
す
る
よ
う
建
築
物
等

の
景
観
誘
導
。 

○
景
観
上
重
要

な
建
造
物
、
歴
史
的
に
価
値
の

あ
る
建
物
や
樹
木
の
保
全
。  

○

公
共
事
業
に
お
け
る
景
観
形
成

と
整
備
。

新
座
市
で
は
・
・
・

新
座
市
の「
観
光
都
市
づ
く

り
」
は
、
本
年
度
、
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
、
花
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
事
業
な
ど
に
多
額
の
予

算
が
計
上
さ
れ
る
見
込
み
だ
が
、

県
の
条
例
は
、
独
自
に
計
画
を

進
め
る
市
町
村
を
除
外
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
新

座
市
は
、県
の「
計
画
」と
は
別
に
、

「
景
観
形
成
」
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
独
自
の
道
を
走
る
こ
と
に

な
る
。
新
座
市
役
所
の
隣
地
に

新
設
さ
れ
た「
観
光
プ
ラ
ザ
」
は
、

こ
の
活
動
の
重
要
な
拠
点
と
し
て

期
待
さ
れ
る
。

新
座
市
役
所
の
前
に
広
が
る

平
林
寺
で
は
、
4
月
17
日
の「
半

僧
坊
大
祭
」
が
迫
っ
て
き
た
。
こ

の
時
期
に
な
る
と
、
境
内
林
の
緑

も
美
し
く
陽
に
映
え
る
。

朝
霞
市
で
は
・
・
・

朝
霞
市
は
、
本
年
4
月
、
地

域
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
、
朝
霞
市

博
物
館
内
に
市
の「
文
化
財
課
」

を
新
設
、
埋
蔵
文
化
財
な
ど
の

業
務
も
強
化
さ
れ
る
。

か
ね
て
か
ら
、
朝
霞
市
は
、
重

要
文
化
財
で
あ
る「
旧
高
橋
家

住
宅
」
の
整
備
、
多
く
の
埋
蔵

文
化
財
の
保
全
を
は
じ
め
、「
朝

霞
市
博
物
館
」
で
開
催
さ
れ
る

企
画
展
な
ど
、
文
化
行
政
に
力

を
注
い
で
き
た
が
、『
文
化
財
課
」

の
新
設
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
展

開
が
期
待
さ
れ
る
。

和
光
市
で
は
・
・
・

「
理
化
学
研
究
所
」一
般
公
開

迫
る
。

和
光
市
の「
理
化
学
研
究
所
」

は
、
自
然
科
学
の
研
究
で
、
世

界
屈
指
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
を
も
っ
て
い

る
。
4
月
21
日
（
土
）、
例
年
の

よ
う
に
、
内
部
が
一
般
公
開
さ
れ

る
。研

究
施
設
の
公
開
で
は
、
第
一

線
の
研
究
者
が
、
高
度
の
サ
イ
エ

ン
ス
を
易
し
く
、
ま
た
楽
し
く
説

明
し
、
市
民
、
高
校
生
の
質
問

に
も
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
る
。
ま

た
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ

れ
る
。

昨年の半僧坊大祭のスナップ

街
づ
く
り
に

「
景
観
」「
文
化
遺
産
」が
大
き
な
テ
ー
マ
に
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肩
が
張
っ
た
裃
の
よ
う
な
着
物

を
着
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け

ら
れ
、
も
と
も
と
は
男
女
一
対
の

ひ
な
人
形
で
し
た
が
、
や
が
て一人

一
体
の
ひ
な
人
形
と
な
り
ま
し
た
。

埼
玉
か
ら
群
馬
に
か
け
て
流
行

し
、
県
内
で
は
秩
父
・
川
越
・
志

木
地
区
な
ど
地
域
限
定
で
飾
ら

れ
ま
し
た
。
ひ
な
人
形
は
庶
民
に

は
高
価
な
も
の
で
し
た
か
ら
、
飾

る
こ
と
の
出
来
な
い
家
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で

「
裃
び
な
」
は
手
軽
に
飾
れ
る
ひ

な
人
形
と
し
て
、
贈
り
も
の
な
ど

に
喜
ば
れ
た
よ
う
で
す
。「
裃
び
な
」

を
伝
え
て
き
た
お
宅
で
は
、
段
飾

り
の
人
形
を
盛
り
た
て
る
よ
う
に
、

そ
の
前
面
な
ど
に
並
べ
て
飾
っ
た
と

い
い
ま
す
。

や
は
り
、
こ
の
近
辺
で
は
岩
槻

と
の
つ
な
が
り
が
濃
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ひ
な
段
の
飾
り
方

ひ
な
人
形
の
並
べ
方
は
段
数
な

ど
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
七
段
飾
り
の
標
準
的
な

な
ら
べ
方
を
記
し
て
お
き
ま
す
。

・
最
上
段（
1
段
目
）。
男
女
一

対
の「
内
裏
び
な
」
を
飾
り
ま
す
。

・
2
段
目
。
三
人
官か
ん
じ
ょ女（
宮
仕

え
の
女
性
）
を
な
ら
べ
ま
す
。
中

央
に
三さ
ん
ぽ
う方（

物
を
の
せ
る
台
）
ま

た
島し
ま

台だ
い（

蓬ほ
う
ら
い
さ
ん

莱
山
を
か
た
ど
っ
た

飾
り
も
の
）
を
も
っ
た
官
女
、向
っ

て
右
に
長な
が
え柄

の
銚ち
ょ
う
し子（

長
い
柄
の

つ
い
た
酒
つ
ぎ
器
）を
も
っ
た
官
女
、

向
っ
て
左
に
加く
わ

え
銚
子（
提ひ
さ
げ子

＝

取
っ
手
の
つ
い
た
酒
つ
ぎ
器
）
を

も
っ
た
官
女
を
な
ら
べ
ま
す
。

・
3
段
目
。
五
人
囃ば
や
し子

を
な
ら

べ
ま
す
。
向
っ
て
左
か
ら
、
太た
い
こ鼓

、

大お
お
つ
づ
み

鼓
、小こ
つ
づ
み鼓

、笛
、謡う
た
い（

扇お
う
ぎを

も
つ
）

の
順
で
す
。
元
服
前
の
少
年
貴
族

隊
で
す
。

・
4
段
目
。
随ず
い
し
ん身（

警
護
に
あ

た
る
武
士
）
を
な
ら
べ
ま
す
。一般

に
は
右
大
臣
・
左
大
臣
と
も
よ
び
、

向
っ
て
右
に
ひ
げ
を
は
や
し
た
老

人
の
左
大
臣
、
向
っ
て
左
に
若
者

の
右
大
臣
を
な
ら
べ
ま
す
。

・
5
段
目
。
仕し
ち
ょ
う丁（
行
列
の
お

供
な
ど
雑
用
に
あ
た
る
人
）
を
な

ら
べ
ま
す
。
沓く
つ

台だ
い

を
も
つ
人
が
中

央
で
、
向
っ
て
左
が
台だ
い

笠が
さ（

袋
に

入
れ
た
被か
ぶ
り
笠
）
を
も
つ
人
、向
っ

て
右
が
立た
て

傘が
さ（

袋
に
入
れ
た
長
柄

の
傘
）を
も
つ
人
で
す
。
ま
た
、向
っ

て
右
端
に
は
桜（
左さ
こ
ん近

の
桜
）
を
、

向
っ
て
左
端
に
は
橘
た
ち
ば
な（
右う
こ
ん近
の
橘
）

を
飾
り
ま
す
。
こ
れ
は
京
都
御
所

の
庭
に
植
え
て
あ
る
も
の
を
、
か

た
ど
っ
て
い
ま
す
。

・
6
段
目
・
7
段
目
。
食
器
・

化
粧
道
具
・
箪た
ん
す笥

な
ど
の
嫁
入
り

道
具
を
6
段
目
に
、
駕か
ご籠
・
御ご
し
ょ所

安
斎　

達
雄　

〜
女
性
の
健
康
と
幸
せ
を
祈
る
祭
り
〜

流しびな。毎年 4 月 29 日、岩槻公園でも行われる。

志木市立郷土資料館に飾られた裃（かみしも）びな

鴻巣市役所のピラミッド型ひな飾り。26のひな段に1414体の人形を飾る

形
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
が
決
定
的
な
資
料
だ
と
即
断
は

出
来
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
の
中
頃
、
鴻
巣
・

越こ
し
が
や谷・
江
戸
十
軒
町
の
三
箇
所

は「
関
東
三
大
ひ
な
市い
ち

」
と
よ
ば

れ
、
各
地
に
ひ
な
市
が
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。
江
戸
十
軒
町
は
日
本
橋

大
通
り
の
人
形
市
で
す
が
、
他
の

二
つ
は
現
在
の
埼
玉
県
内
の
人
形

市
で
す
。
江
戸
の
人
形
職
人
た
ち

は
競
っ
て
鴻
巣
に
修
行
に
や
っ
て

く
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
文

政
十
二
年
（
一八
二
九
）
に
は
、
江

戸
と
鴻
巣
の
間
で
職
人
の
奪
い
合

い
の
訴
訟
も
お
こ
っ
た
ほ
ど
で
す
。

鴻
巣
の
繁
栄
は
明
治
に
な
っ
て

か
ら
も
つ
づ
き
、
明
治
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
）
発
行
の『
埼
玉
県
営

業
便
覧
』
に
よ
る
と
、
鴻
巣
の
人

形
業
者
三
十
一
軒（
職
人
三
〇
〇

人
）、
越
谷
六
軒
、
大
沢（
昭
和

二
十
九
年
＝
一
九
五
四
年
に
越
ヶ

谷
町
と
合
併
）
二
軒
、
岩
槻
三
軒

と
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
埼
玉
新
聞
社
発
行
の

『
埼
玉
要
覧
』
昭
和
三
十
一
年
＝

一九
五
六
年
度
版
に
よ
り
ま
す
と
、

「
本
県
の
雛
人
形
は
岩
槻
市
を

中
心
と
し
て
そ
の
周
辺
の
大
宮
、

鴻
巣
、熊
谷
、本
県
西
部
の
所
沢
、

川
越
方
面
で
生
産
す
る
。」
と
あ

り
、
岩
槻
の
発
展
ぶ
り
が
目
に
付

き
ま
す
。
さ
ら
に
続
け
て
、「
ま
た

輸
出
品
と
し
て
海
外
に
も
多
数

進
出
さ
れ
、
日
本
紹
介
に
大
き
な

役
割
を
果
し
て
い
る
。
中
で
も
人

形
の
頭
部
は
全
国
生
産
高
の
九
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
京
人
形
、

静
岡
人
形
等
に
も
ほ
と
ん
ど
県
産

の
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
」
と
あ

り
ま
す
。

岩
槻
と
の
つ
な
が
り

か
つ
て
志
木
市
の
市
場
通
り
に

「
中
川
人
形
店
」
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
こ
に
嫁
い
で
こ
ら
れ
た
中
川

ち
よ
さ
ん（
当
時
八
十
五
歳
。
故

人
）
の
想
い
出
話
が
、
市
場
町
内

会
文
化
部
で
年
に一
度
発
行
し
て

い
る『
文
集
い
ち
ば
』
第
三
十
一
号

（
平
成
九
年
十
一
月
発
行
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
ち
よ
さ

ん
は
、
義
父
か
ら
岩
槻
ま
で
人
形

ケ
ー
ス
を
取
り
に
行
く
よ
う
に
た

の
ま
れ
、
自
転
車
に
リ
ヤ
カ
ー
を

取
り
付
け
て
朝
十
時
頃
家
を
出

発
。
そ
の
ケ
ー
ス
を
山
ほ
ど
積
ん

で
岩
槻
を
出
た
の
が
四
時
半
近

く
。
与
野
ま
で
来
た
と
き
は
す
で

に
薄
暗
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
あ
と
手
す
り
の
な
い
羽
根
倉
橋

を
生
き
た
気
持
ち
も
な
く
渡
り
、

や
っ
と
志
木
に
帰
っ
て
来
た
と
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
志
木
市
立
郷
土
資
料
館

が
宗
岡
の
旧
家
の
方
か
ら
寄
贈
を

受
け
た
人
形
の
中
に
、
江
戸
時
代

末
期
に
、
岩
槻
に
在
住
し
て
い
た

人
形
師
・
橋
本
重じ
ゅ
う
べ
え

兵
衛
が
考
案
し

た「
裃
か
み
し
もび

な
」
が
あ
り
ま
す
。

ひ
な
人
形
の
起
こ
り

ひ
な
人
形（
雛
人
形
）
に
は
、

人
形
を
飾
る
と
い
う「
飾
り
物
」

と
し
て
の
要
素
、
人
形
と
遊
ぶ
と

い
う「
玩
具
」
と
し
て
の
要
素
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
や
は
り
、
小

さ
な
女
の
子
を
身
代
わ
り
と
な
っ

て
守
る
と
い
う「
信
仰
・
呪
術
」

的
な
要
素
が
、
そ
の
根
源
に
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
古

式
を
残
し
て
い
る
の
が
、
現
在
で

も
島
根
県
の
用も
ち
が
せ瀬で
行
わ
れ
て
い
る

「
流
し
び
な
」
の
行
事
で
す
。

こ
れ
は
旧
暦
三
月
三
日
に
、
男

女
一
対
の
紙
び
な
を
桟さ
ん
俵だ
わ
ら（
米
俵

の
ふ
た
）
に
の
せ
、一
年
間
の
無
病

息
災
を
祈
っ
て
千せ
ん
だ
い代

川
に
流
す
と

い
う
も
の
で
、
も
と
も
と
紙
な
ど

で
つ
く
っ
た
人ひ
と
が
た形
で
身
体
を
な
で
、

人
間
が
も
つ
災
い
を
人
形
に
移
し

て
、
川
や
海
に
流
し
去
る
こ
と
を

願
っ
た
も
の
で
し
た
。

『
源
氏
物
語
』
に
も
登
場
す
る

行
事
で
す
の
で
、
平
安
時
代
の
十
一

世
紀
ご
ろ
に
は
知
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
す
。

 

豪
華
に
な
っ
た
ひ
な
飾
り

こ
の
宗
教
的
な
意
味
を
も
っ
た

「
祓は
ら

い
」
の
行
事
と
並
ん
で
、
上

流
貴
族
の
間
で
は
、
少
女
た
ち
に

よ
る
「
ひ
い
な
遊
び
」、つ
ま
り
「
お

人
形
遊
び
」
も
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。現
在
に
つ
な
が
る「
ひ
な
祭
り
」

は
、
人
形
が
少
女
た
ち
の
身
が
わ

り
に
な
る
と
い
う
面
を
残
し
な
が

ら
も
、「
ひ
い
な
遊
び
」
の
人
形
が

豪
華
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
い
え

ま
す
が
、
そ
れ
に
は
長
い
歴
史
の

年
月
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
少
女

た
ち
の
幸
せ
な
未
来
を
祈
る
行
事

と
し
て
定
着
し
た
の
は
、
戦
国
乱

世
が
終
わ
っ
て
江
戸
時
代
に
は
い
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

現
在
の
よ
う
な
華
麗
な
人
形
や
道

具
が
登
場
し
た
の
は
、
江
戸
時
代

の
中
頃
以
降
の
こ
と
な
の
で
す
。

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
時
代
の

享き
ょ
う
ほ
う保
年
間（
十
八
世
紀
前
半
）

に
は
、
ひ
な
人
形
が
奢
侈
に
な
る

こ
と
を
禁
止
す
る
法
令
が
だ
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
以
降
か
え
っ
て
、

木
目
込
み
人
形
、
次
郎
左
衛
門

雛び
な

、
古
今
雛
、
有ゆ
う
そ
く職

雛
な
ど
新
し

い
ひ
な
人
形
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

 

全
国
第一の
人
形
づ
く
り

現
在
で
も
岩い
わ
つ
き槻

（
さ
い
た
ま

市
岩
槻
区
）・
鴻こ
う
の
す巣
と
い
っ
た
代

表
的
な
人
形
の
町
を
か
か
え
て
い

る
埼
玉
県
に
目
を
向
け
て
見
ま

し
ょ
う
。
日
光
御お
な
り
み
ち

成
道
が
通
る

岩
槻
に
つ
い
て
は
、
日
光
東
照
宮

の
造
営（
完
成
は
寛
永
十
三
年
＝

一六
三
六
）
に
あ
っ
た
っ
た
工
匠
た

ち
が
、
完
成
後
に
岩
槻
に
足
を
と

ど
め
、
人
形
作
り
を
は
じ
め
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
鴻
巣
に
つ

い
て
は
、
貞
じ
ょ
う
き
ょ
う享
四
年
（一六
八
七
）

に
京
都
の
仏
師
藤
原
吉よ
し
く
に圀

が
武

蔵
国
の
鴻
巣
に
下
り
、
天
神
像

を
つ
く
っ
た
の
に
始
ま
り
、
元
禄

十
六
年
（
一
七
〇
三
）
頃
に
土
人
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車ぐ
る
ま・
ひ
な
人
形
以
外
の
人
形
な
ど

を
7
段
目
、
ま
た
は
段
の
下
な
ど

に
お
く
の
が一般
的
で
す
。

男
び
な
は
向
か
っ
て
右
?
左
?

と
こ
ろ
で
問
題
に
な
る
の
は
、

最
上
段
に
置
か
れ
た
内
裏
び
な
の

「
男
び
な
」
と「
女
び
な
」
の
位

置
関
係
に
つ
い
て
で
す
。
わ
た
し
た

ち
が
現
在
見
る
人
形
の
ほ
と
ん
ど

が
、
右（
向
っ
て
左
）
が
男
び
な
、

左（
向
っ
て
右
）
が
女
び
な
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
昭
和

に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
そ
れ
以

前
は
逆
の
位
置
で
し
た
。

そ
れ
と
い
う
の
も
、
中
国
で
は

「
左
が
上
位
」
と
決
ま
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
日
本
で
も
そ
れ
が
受

け
つ
が
れ
、
男
び
な
が
左（
向
っ
て

右
）、
女
び
な
が
右（
向
っ
て
左
）

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
十
一
月
十
日
の
昭
和
天
皇
の
即

位
式
の
と
き
、
天
皇
が
中
央
に
、

皇
后
が
天
皇
の
左
斜
め
後
ろ
に
並

ば
れ
ま
し
た
。
天
皇
が
前
、
皇
后

が
後
ろ
で
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
正

面
か
ら
み
る
と
天
皇
が
右（
向
っ

て
左
）、
皇
后
が
左（
向
っ
て
右
）

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
以
後
、
東

京
を
中
心
と
す
る
内
裏
び
な
の
位

置
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
変
え
ら

れ
ま
し
た
。

も
っ
と
も
、
伝
統
を
重
ん
ず
る

京
都
風
の
ひ
な
人
形
で
は
、
か
つ

て
の
伝
統
的
な
配
置
が
守
ら
れ
て

い
ま
す
。

街
お
こ
し
の
イ
ベン
ト

最
近
で
は
、
市
民
か
ら
寄
贈

を
う
け
た
「
ひ
な
人
形
」
を
一
堂

に
展
示
し
、
街
お
こ
し
の
き
っ
か

け
と
す
る
行
事
が
さ
か
ん
で
す
。

二
、三
前
に
は
千
葉
県
勝
浦
市
の
、

神
社
の
六
十
段
の
石
段
を
そ
の
ま

ま
ひ
な
段
と
し
た
展
示
記
事
が
、

ひ
な
人
形
フ
ア
ン
の
話
題
を
集
め

ま
し
た
。
今
年（
二
〇
〇
七
年
）は
、

県
内
で
は
鴻
巣
市
役
所
で
展
示

さ
れ
た
二
十
六
段
、
高
さ
五・七
四

メ
ー
ト
ル
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
ひ
な

段
、
及
び
県
外
も
の
で
は
静
岡
県

東
伊
豆
町
の
稲
取
温
泉
で
の
「
ひ

な
の
吊
る
し
飾
り
」
が
新
聞
紙
上

を
賑
わ
し
ま
し
た
。

ひ
と
く
ち
に
街
お
こ
し
の
た
め

に
「
ひ
な
人
形
」
を
飾
る
と
い
っ
て

も
、
寄
贈
す
る
に
側
も
、
寄
贈
を

受
け
る
側
に
も
、
手
間
と
負
担
が

必
要
で
す
。
勝
浦
市
に
し
ろ
鴻
巣

市
に
し
ろ
、「
人
形
寄
贈
者
が
参

加
協
賛
金
と
し
て
五
〇
〇
〇
円
負

担
の
う
え
、
送
料
は
自
己
負
担
で

自
己
搬
入
。
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
・
藤

娘
等
の
人
形
は
不
可
。
お
役
目
を

終
え
た
人
形
は
主
催
者
側
で
供
養

す
る
」
と
定
め
ら
れ
、
今
や
こ
れ

が
標
準
的
な
条
件
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

芥
川
龍
之
介
の
短
編
小
説

『
雛
』

芥
川
龍
之
介
に
大
正
十
二

年
（
一九
二
三
）
二
月
に
書
か
れ
た

『
雛ひ
な
』
と
い
う
短
編
小
説
が
あ
り

ま
す
。

明
治
維
新
で
零
落
し
た
商
人
の

家
で
、
生
活
の
た
め
、
最
後
に
残

さ
れ
た
豪
華
な
ひ
な
人
形
を
、
横

浜
の
ア
メ
リ
カ
人
に
売
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き
の
家
族
の
葛
藤
を
え

千葉県勝浦市の60段の神社の石段に飾られたひな壇

モ
モ【
桃
】
は
、
バ
ラ
目
、

サ
ク
ラ
科
、
サ
ク
ラ
属
、（
学
名 

はP
ru
n
u
s  

persica

）
の

落
葉
小
高
木
。
春
が
く
る
と
、

五
弁
ま
た
は
多
重
弁
、
多
く
の

雄
し
べ
を
も
つ
花
を
咲
か
せ
る

が
、
夏
に
は
、
水
分
を
多
く
も

つ
球
形
の
甘
い
果
実
を
実
ら
せ

る
。花

が
4
月
上
旬
頃
に
咲
く
の

で
、「
桃
の
花
」
は
春
の
季
語

と
し
て
使
わ
れ
る
。
淡
い
紅
色

の
が
多
い
が
、
白
色
か
ら
濃
紅

色
ま
で
様
々
な
色
の
も
の
が
あ

る
。
花
柄
は
短
く
、
枝
に
直
接

着
生
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

観
賞
用
の
花
桃
に
は
源げ
ん
ぺ
い
も
も

平
桃
・

枝し
だ
れ
も
も

垂
れ
桃
な
ど
が
あ
る
。
葉
は

花
よ
り
や
や
遅
れ
て
茂
る
が
、

ハ
ー
ト
型
で
互
生
し
、
縁
は
粗
い

鋸
歯
状
。

7
〜
8
月
に
果
実
が
実
る
の

で
、「
桃
の
実
」
は
秋
の
季
語
。

赤
み
が
か
っ
た
白
色
の
薄
い
皮
に

包
ま
れ
、
果
肉
は
水
分
を
多
く

含
ん
で
柔
ら
か
い
の
で
、
手
間
の

掛
か
る
作
物
で
あ
る
。
ま
た
、

収
穫
後
す
ぐ
軟
ら
か
く
な
る
た

め
、
賞
味
期
間
は
短
い
。

原
産
地
は
中
国
の
黄
河
上

流
地
帯
と
さ
れ
、
一
世
紀
頃

に
ペ
ル
シ
ャ
を
経
由
し
て
欧

州
に
伝
わ
っ
た
。
英
名
ピ
ー

チ（P
e
a
c
h

）
は
『
ペ
ル
シ

ア
』
が
語
源
で
、
ラ
テ
ン
語
の 

persicum

 

m
alum

（
ペ
ル

シ
ア
の
林
檎
）
か
ら
来
て
い
る
。

種
小
名 persica

（
ペ
ル
シ
ア

の
）
も
同
じ
理
由
に
よ
る
。

日
本
で
は
弥
生
時
代
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
前
に
伝
わ
っ
た
。
平

安
〜
鎌
倉
時
代
に
は
水
菓
子
と

呼
ば
れ
珍
重
さ
れ
て
い
た
が
、
当

時
の
品
種
は
そ
れ
ほ
ど
甘
く
な

く
、
主
に
薬
用
・
観
賞
用
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
す
る
説
も

あ
る
。
明
治
時
代
に
は
、
甘
味

の
強
い
水
蜜
桃
系（
品
種
名
:

上
海
水
蜜
桃
な
ど
）
が
輸
入
さ

れ
、
食
用
と
し
て
広
ま
っ
た
。

な
お
、『
も
も
』
の
語
源
に

は
諸
説
あ
り
、「
真ま
み実

」
よ
り

転
じ
た
と
す
る
説
、
実
の
色
か
ら

「
燃も
え
み実

」
よ
り
転
じ
た
と
す
る

説
、
多
く
の
実
を
つ
け
る
こ
と
か

ら「
百も
も

」
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
。

桃
に
は
邪
気
を
祓
う
力
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
、「
古
事
記
」
で

は
、
伊い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

弉
諸
尊
が
桃
を
投
げ

つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
鬼
女
、

黄よ
も
つ
し
こ
め

泉
醜
女
を
退
散
さ
せ
た
。
伊

弉
諸
尊
は
そ
の
功
を
称
え
、
桃

に
大
お
お
か
む
づ
み
の
み
こ
と

神
実
命
の
名
を
与
え
た
と

い
う
。
ま
た
桃
太
郎
は
桃
か
ら

生
ま
れ
た
男
児
が
長
じ
て
鬼
を

退
治
す
る
と
い
う
民
話
で
あ
る

が
、
三
月
三
日
の
桃
の
節
句
は
、

桃
の
加
護
に
よ
っ
て
女
児
の
健
や

か
な
成
長
を
祈
る
行
事
と
な
っ
て

い
ま
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

が
い
た
も
の
で
す
。
主
人
公
の

少
女
の
た
め
に
そ
れ
を
悲
し
む

父
と
母
、
そ
ん
な
役
に
た
た
な

い
も
の
な
ど
あ
っ
て
も
無
駄
だ

と
せ
せ
ら
笑
う
開
化
人
間
気

取
り
の
兄
。
少
女
は
あ
き
ら
め

が
つ
い
て
い
る
が
、
売
る
前
に

も
う
一
度
だ
け
飾
っ
て
見
た
い

と
思
う
。
だ
が
手
付
金
を
も

ら
っ
て
い
る
以
上
、人
手
に
渡
っ

た
も
同
然
と
許
さ
ぬ
父
。
し
か

し
、
明
日
人
形
が
運
び
去
ら

れ
る
と
い
う
夜
更
け
、
雛
人
形

を
飾
っ
て
ひ
と
り
で
眺
め
て
い

た
老
い
た
父
の
姿
に
、
少
女
は

胸
を
う
た
れ
ま
す
。

古
典
か
ら
題
材
を
得
る
こ

と
の
多
い
芥
川
に
し
て
は
、
市し

井せ
いの

庶
民
の
心
を
え
が
い
た
作

品
は
め
ず
ら
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
芥
川
は
、こ
の
短
編『
雛
』

の
最
後
を
、以
下
の
よ
う
な「
あ

と
が
き
」
風
の
言
葉
で
む
す
ん

で
い
ま
す
。

「『
雛
』
の
話
を
書
き
か
け
た
の

は
何
年
か
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
を
今
書
き
上
げ
た
の
は
滝
田
氏

の
勧
め
に
よ
る
の
み
で
は
な
い
。
同

時
に
ま
た
四
、五
日
前
、
横
浜
の

或あ
る
英
吉
利
（
イ
ギ
リ
ス
）
人
の
客

間
に
、
古
雛
の
首
を
玩お
も
ち
ゃ具
に
し
て

い
る
紅
毛
の
童
女
に
遭あ

っ
た
か
ら

で
あ
る
。
今
は
こ
の
話
に
出
て
く

る
雛
も
、
鉛
の
兵
隊
や
ゴ
ム
人
形

と
一つ
玩
具
箱
に
投
げ
込
ま
れ
な

が
ら
、
同
じ
憂う

き
め
を
見
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。」

芥
川
龍
之
介
が
本
当
に
悲
し

か
っ
た
の
は
、
ひ
な
人
形
が
ゴ
ム
人

形
や
鉛
の
兵
隊
と
ゴ
ジ
ャ
混
ぜ
に

さ
れ
、
軽
ん
じ
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
人
に
た
い
す
る
敬
意
は
当
然

と
し
て
、
物
に
た
い
す
る
敬
意
も

ま
た
大
切
な
こ
と
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。志

木
市
立
郷
土
資
料
館
で
は
、

三
月
二
十
五
日
ま
で「
特
別
展
ひ

な
祭
り
―
ひ
な
人
形
が
大
集
合

2
0
0
7
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

五
六
〇
点
を
こ
す
ひ
な
人
形

の
中
に
、
明
治
時
代
の
前
期
の
内

裏
び
な
、
お
よ
び
裃
び
な
も
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

桃
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第６号
近日発売

埴
輪
の
世
界

埴
輪
の
世
界

埴
輪
の
世
界

新
座
写
真
ク
ラ
ブ
交
流
会
で

は
、今
年
開
か
れ
た
第
十
回「
わ

が
ま
ち
新
座
」
写
真
展
の
ア
ル

バ
ム
を
市
に
寄
贈
し
た
。
中
央

図
書
館
で
市
民
の
閲
覧
に
供
さ

れ
て
す
で
に
十
年
、
こ
の
ア
ル
バ

ム
は
、
新
座
の
景
観
の
移
り
変

わ
り
を
後
世
に
遺
す
貴
重
な
記

録
と
な
っ
て
い
る
。

「わが町新座」
写真展のアルバムを贈呈

　写真展の会場でアルバムの贈呈

　入場する合唱団

満員の盛況と大きな拍手で沸いた会場

特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と

行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を

行
い
、
報
道
に
よ
っ
て
市
民

の
公
共
参
加
を
推
進
し
、
地

域
内
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
を
行
っ

て
、市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙「
市
民
プ
レ

ス
」
は
N
P
O
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
編
集
・
発
行
し
、
無

料
で
配
付
し
ま
す
。

　
　
　
＊　
＊　
＊

◇　

読
者
の「
オ
ピ
ニ
オ
ン（
意

見
／
考
え
）」を
募
集
し
ま
す
。

T
E
L

0
9
0
（
3
0
4
8
）

5
5
0
2

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

地  

域
情  

報

感銘を与えた演奏会のステージ

講
演
会
●「
柊
塚
古
墳
の
調

査
と
朝
霞
の
埴
輪
」
平
成
19
年

4
月
8
日
（
日
）
●「
家
形
埴

輪
と
古
墳
時
代
の
豪
族
居
館
」

平
成
19
年
4
月
15
日（
日
）●「
埴

輪
の
家
が
示
す
古
墳
時
代
人
の
生

と
死
」平
成
19
年
4
月
22
日（
日
）

体
験
講
座
も
開
催
さ
れ
る
の

で
、
ぜ
ひ
お
問
合
せ
を
。

朝
霞
市
博
物
館

:
T
E
L
０
４
８

―
４
６
９
―
２
２
８
５ 

第
13
回
定
期
演
奏
会
の
曲
目

は
、 

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
作
曲
「
ス

タ
ー
バ
ト
・
マ
ー
テ
ル
」（
悲
し
み

の
聖
母
）
に
決
ま
り
、
合
唱
団
の

練
習
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。。
指
揮

は
三
澤
洋
史
、
開
催
は
明
年
秋

の
予
定
。

曲
目
の
紹
介
:
こ
の
曲
は
、

交
響
曲
第
9
番「
新
世
界
よ
り
」

で
著
名
な
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
代

表
的
な
声
楽
曲
で
、
そ
の
テ
ー
マ

は
、
処
刑
さ
れ
た
十
字
架
上
の
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
仰
ぎ
佇
む
聖

母
マ
リ
ア
の
、
悲
し
く
痛
ま
し
い

心
を
祈
り
の
言
葉
と
と
も
に
歌
っ

た
名
曲
。  

彼
が
音
楽
家
と
し
て

よ
う
や
く
認
め
ら
れ
た
こ
ろ
、
突

然
長
女
を
、
そ
し
て
長
男
と
次
女

を
続
い
て
失
う
と
い
う
大
き
な
不

幸
に
見
舞
わ
れ
、
失
意
と
悲
し
み

の
中
で
作
曲
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。結

成
さ
れ
て
十
五
年
、『
志

木
第
九
の
会
』
は
、
合
唱
指
揮
の

第
一
人
者
で
あ
る
三
澤
洋
史
音
楽

監
督
の
音
楽
つ
く
り
に
感
銘
し
つ

つ
、
そ
の
成
果
を
市
民
に
力
強
く

公
開
し
て
き
た
。
楽
し
い
練
習
を

見
学
し
て
、
新
し
い
仲
間
と
な
る

方
々
を
募
っ
て
い
る
。

初
心
者
を
歓
迎
、
第
九
の
会

で
は
、
発
声
や
歌
詞
の
発
音
な

ど
を
懇
切
丁
寧
に
指
導
さ
れ
て
い

る
。問

合
せ
先
:
志
木
第
九
の
会

事
務
局
、
岡
嶋
方
☎
:
0
4
8

（
4
7
3
）
6
3
6
8

練
習
日
は
原
則
第
2
・
3
・

4
土
曜
日 

18
：
30
〜
21
：
30

練
習
場
所
:
志
木
い
ろ
は
遊

学
館 会

費
:  

3
0
0
0
円
/

月
、
入
会
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

朝霞市博物館 埴輪の世界

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪ 次回定期演奏会の曲目決まる♪♪

「
志
木
第
九
の
会
」

4/21（土）
9:30~16:30

理化学研究所一般公開！理化学研究所一般公開！


